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第９章 社会教育 
 

１ 社会教育基本計画 2031 

【社会教育の目指す姿】 

人と文化を育み、心豊かに過ごしていること 

【社会教育の基本目標】 

１市民のニーズにあわせた生涯学習の推進 

２図書館等サービスによる読書活動の充実 

３公民館の充実と適切な管理運営 

４文化財の調査と保存 

５文化財の公開と活用 

                       

【実行計画】 

１ 市民のニーズにあわせた生涯学習の推進 

市民が生涯にわたり主体的に学習活動に取り組めるよう、学習情報や学習機会の提供

をする。 

①学官連携による専門的な学習事業に加え、外部（地域社会の人材）からの講師を招

き、多彩なジャンルの講座を展開し、市民のニーズを探りながら、幅広く学習機会

を提供する。 

②２０歳で構成する実行委員会の企画運営による「二十歳のつどい」を実施し、主体 

性を育む。 

③社会教育関係団体を支援し、地域の学習環境の充実を図る。 

④子どもたちを社会全体で心豊かに育む環境づくりを推進するため、放課後子ども教 

室・土曜体験学習を開校する。 

⑤PTA家庭教育学級や公民館の乳幼児教室等において、保護者同士の交流や、家庭教 

育の悩みなどを話し合う、訪問型ワークショップを実施する。 

  目標値（令和６年度）：3500人   現状値：3425人（令和６年度） 

 

２ 図書館サービスの充実 

市民が読書に魅力を感じ、知識や教養を深められるよう、貸出、複写、レファレンス

といった図書館サービスの充実を図る。 

① 図書館サービスに当たっては、利用者の課題解決の支援を図るため、次世代に 

継承する資料等、多様な情報資料を蓄積し、迅速な図書の照会や検索(レファ 

レンス)を行う。 

② 多様化するニーズへの対応として、幅広くアンケートを実施し、意見集約した 

         

③  乳幼児（初めて本に触れる年代への本の紹介）から高齢者までのあらゆる年齢 

          層、情報が不足する外国人、障がい者などへの来館可能となるサービスを充実 

     させ、誰もが読書に親しめる場を提供する。 
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④ 図書館司書を通して学校図書館と連携し、若年層の読書離れを抑制する取組を 

行う。 

⑤ 利用者の増加に向けて、デジタル技術を活用して図書館（江島分館含む）の利 

用案内や来館を促すイベント、展示などのＰＲのほか、利用環境の整備に向け 

た取組を進める。 

 

     指標：図書貸出カード登録者の割合 

     目標値（令和６年度）：24.2% 現状値：21.7%（令和５年度） 

 

３ 公民館事業の充実と適切な管理運営 

  地域住民のニーズに応える様々な講座や教室、サークル活動を通じ、学びと交流の拠

点として、地域の活性化に貢献する。 

① 子どもから高齢者まで、あらゆる世代が参加でき様々な講座や教室の充実を図る。 

② 地域住民が自主的に行うサークル活動や文化祭等の場を提供し、地域の活性化を図

る。 

③ニーズに合わせた公民館施設の役割やあり方を見直し、計画的な維持管理を進め、 

施設の長寿命化を図る。 

指標：公民館などで行っている学習活動への参加者数（年間） 

目標値（令和６年度）：279,000人   現状値：202,280人（令和５年度） 

 

４ 文化財の調査と保存 

文化財を貴重な歴史的遺産として次世代に引き継いでいくため、その保存に努めると 

ともに、調査・研究を進め、指定・登録文化財の拡充を図る。 

①市内に残る歴史・文化遺産の現況調査を行う。 

②指定文化財の保存を図るため、所有者等への支援を行う。 

③天然記念物「金生水沼沢植物群落」の保護増殖を推進するため調査を行う。 

④重要無形文化財「伊勢型紙」製作技術の保存を図るため、伊勢型紙技術保存会への 

支援を行う。 

⑤史跡「伊勢国府跡」の適切な保存のため、範囲確認調査等を実施するとともに、 

住宅建築等に伴う市内遺跡の発掘調査を行う。 

指標：文化財の保護措置件数  

目標値（令和６年度）：45件   現状値：43件（令和５年度） 

 

 ５ 文化財の公開と活用 

文化財を地域資源として活用し、歴史と文化に親しむ機会を提供するとともに、文化財 

を生かした魅力ある地域づくりを展開する。 

①考古博物館や資料館・記念館における展示・講座等活用事業の充実を図る。 

②天然記念物「金生水沼沢植物群落」の保護啓発のため、季節ごとの自然観察会を開 

催する。 



－62－ 

指標：文化財や郷土資料・博物館資料等公開施設の来館者数及び啓発事業などへの

参加数  

目標値（令和６年度）：24,700人   現状値：19,948人（令和５年度） 

 

２ 生涯学習環境の構築 

（１）学習情報の整理とネットワークの検討 

社会教育関係課の範囲にとどまらず、社会の変化に対応した学習課題（人権問題・男

女共同参画、情報化、国際化、生活環境、健康づくり、地域づくり、防災・防犯、高齢

化、ボランティア育成等）や、こうした学習情報を整理し、関係課・関係機関と連携し

た情報収集、提供のネットワークについて検討します。 
（２）地域家庭教育支援事業の推進 

放課後子ども教室推進事業、土曜体験学習事業を行うことにより、地域社会の中で、

子どもの安全・安心な居場所づくりと豊かな学習環境づくりを推進します。 
（３）公民館学習活動の充実 

生涯学習活動の拠点として、それぞれの地域で特色ある事業を行うとともに、住民の

学習要求や課題に応え、住民の教養の向上、健康増進等を図り、人づくりと地域づくり

に関する学習・事業を実施します。 
 

社会教育委員・公民館運営審議会委員           令和６年６月１日現在 

名  前 性別 所 属・役 職 社・委員 公・委員 
杉野 美佳 女 鈴鹿市立箕田小学校長 ○ ○ 
上田 章善 男 鈴鹿市立平田野中学校長 ○ ○ 
森川 克美 男 鈴鹿市青少年育成市民会議会長 ○ ○ 
村田 多恵子 女 鈴鹿市ＰＴＡ連合会顧問 〇 〇 
坂 公子 女 鈴鹿市立長太公民館長 〇  
樋口 よしゑ 女 鈴鹿市生活学校会長 ○ 〇 

衣斐 弘行 男 
鈴鹿市文化財調査会 会長 
鈴鹿市立図書館協議会委員 

○ 〇 

井上 哲雄 男 元鈴鹿市立一ノ宮公民館長  ○ 
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公民館の設置状況                      令和６年４月１日現在 

ブ 
ロ 
ッ 
ク 

館 名 所 在 地 電話番号 館長名 
建設 

年月日 

敷地 

面積 

(㎡) 

建物 

延面積 

(付帯施設

含む㎡) 

西

部

第

一 

椿 山本町 747番地の 2 371-1786 善福博美 S51. 3.24 2,230.00 374.88 

久間田 下大久保町 797番地の 1 374-2997 藤田かをり S54. 3.30 2,949.31 362.32 

深伊沢 深溝町 1560番地の 1 374-2996 川北幸男 S55. 3.15 1,730.50 368.08 

鈴峰 伊船町 1009番地の 5 371-1747 酒井昌子 S58. 3.29 1,766.77 360.71 

庄内 東庄内町 2430番地の 2 371-1956 岡田久美 S60. 3. 1 2,316.00 437.39 

西 
部 
第 
二 

牧田 平田東町 4番 11号 370-2978 谷本教久 R2. 6.15 2,912.86 567.36 

石薬師 石薬師町 2022番地の 1 374-2990 實義幹夫 S53. 3.28 1,779.61 386.76 

井田川 西冨田町 11番地 378-9390 富尾文哉 S54. 7.13 1,558.08 346.62 

国府 国府町 3294番地 379-1818 中澤孝彦 S56. 3.31 2,464.22 369.74 

住吉 住吉一丁目 22番 3号 378-9684 喜早 寛 S59. 3.14 984.24 360.91 

庄野 庄野町 17番 7号 370-0423 澤谷匡智 S61. 3.20 2,035.81 366.09 

清和 算所五丁目 21番 1号 379-4140 磯部和生 H14. 3.29 1,373.26 455.20 

加佐登 高塚町 1068番地の 1 378-7422 佐藤美佐 S55. 5.28 1,283.28 377.20 

中 
部 

玉垣 北玉垣町 980番地 382-9781 藤田満珠美 H18. 4.28 1,596.02 699.80 

若松 若松中二丁目 3番 8号 385-1919 行方孝典 H22. 4. 1 4,033.73 527.79 

箕田 中箕田町 1131番地の 1 382-5202 真弓真紀 H15. 4. 1 2,588.00 474.20 

神戸 神戸二丁目 17番 40号 383-1204 赤坂茂樹 S50. 1.14 982.51 354.52 

河曲 河田町 370番地の 10 382-5837 安村美保子 S52. 3. 8 1,727.86 340.06 

飯野 西條町 463番地 382-4954 松本由里子 S57. 3.23 2,204.71 373.20 

長太 北長太町 289番地 385-3927 坂 公子 S62. 3.24 2,975.20 396.37 

ふれあい

センター 
南玉垣町 6600番地 386-1144 吉澤英明 H 6. 3.31 5,321.41 1,345.27 

一ノ宮 一ノ宮町 1755番地 383-8858 坂倉正登 H10. 3.20 2,944.44 379.02 

南

部 

稲生 稲生塩屋三丁目 2番 34号 387-0479 佐野 学 H22. 4. 1 2,729.35 526.37 

栄 五祝町 1073番地 387-0452 桐生 満 H28. 3.27 2,095.00 501.48 

天名 御薗町 5306番地 372-0430 江藤真治 R 5.12. 1 5,302.26 381.62 

旭が丘 中旭が丘三丁目 13番 30号 386-5399 上村 勉 S54. 3. 3 1,136.25 417.76 

合川 三宅町 2141番地 372-0432 丹羽史人 S55. 3.15 1,004.06 407.17 

白子 江島本町 1番 1号 388-1920 加藤了嗣 H 1. 3.20 1,042.77 511.10 

鼓ヶ浦 寺家一丁目 11番 15号 386-9184 佐野隆夫 H 3. 3.27 1,706.58 377.17 

愛宕 東江島町 21番 6号 388-5909 小川英治 H 7. 4.12 898.44 377.67 

郡山 郡山町 540番地の 8 372-2833 佐野公彦 H11. 3.10 2,027.45 379.02 
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社会教育関係団体の状況（令和６年度） 

団 体 名 代 表 者 名 構 成 
事務局 

電話番号 

鈴鹿市 PTA 連合会 村田 多恵子 単位数 幼 5小 30、中 9 383-5143 

鈴鹿市青少年育成市民会議 森川 克美 正会員（団体 23、個人 16） 382-0713 

鈴鹿市子ども会連合会 伊藤 利彦 加入子ども会数９ 382-4886 

日本ボーイスカウト鈴亀地域連絡協議会 森下 正晴 単位団数 4（鈴鹿 3、亀山 1）  

ガールスカウト鈴鹿地区連絡会 太田 かへで 単位団数 1  

鈴鹿ジュニアリーダー会 藤田 航彰 会員数 13  

鈴鹿市生活学校 樋口 よしゑ 会員数 30  

 

研修会等の開催予定（令和６年度） 

学 級 名 回数 人 数 主 た る 開 催 場 所 

家庭教育支援研修会（親なびワーク） ６ 60人 公民館など 

 
放課後子ども教室の状況（令和６年度） 

教室名 学校区 活動場所 活動日 参加予定児童数 

清和のもり 清和小学校 清和公民館 毎週金曜日 18人 

郡山子ども教室 郡山小学校 郡山公民館 毎週水曜日 33人 

キッズ白子 白子小学校 白子小学校 今年度は休止  

明生クラブ 明生小学校 
住吉公民館 

明生小学校 
第 1、3 水曜日 16人 

井田川ちびっ子隊 井田川小学校 
井田川公民館 

井田川小学校    
第 2、4水曜日 23人 

河曲キッズクラブ 河曲小学校 河曲公民館 第 2、4水曜日 32人 

 
 
 
土曜日の教育支援事業の状況（令和６年度） 

教室名 学校区 活動場所 活動日 参加予定児童数 

鼓・夢工房 鼓ヶ浦小学校 鼓ヶ浦公民館 第 1土曜日 12人 
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市民学習活性化事業「すずか市民アカデミー『まなベル』」の状況（令和６年度） 

主管教育機関、企業等 

 ・学校法人 鈴鹿医療科学大学 

  ・独立行政法人国立高等専門学校機構 鈴鹿工業高等専門学校 

  ・学校法人享栄学園 鈴鹿大学 

  ・学校法人享栄学園 鈴鹿大学短期大学部 

  ・あいおいニッセイ同和損害保険 

  ・三重県生涯学習センター 

講座数 ･･････ 全８座 

テ ー マ ･･「温故知新 ～新たな未来に向かって～」 

受講資格 ････ 高校生以上 

参加予定数 ･･ 各講座 50人程度 

 
二十歳のつどい（令和５年度） 

日 時 令和６年１月７日（日） 14時～15時 

場 所 イスのサンケイホール 

対象者 平成 15年４月２日～平成 16年４月１日生まれの方 

参加者数 1,286人 新成人 2,088人 参加率 61.6％ 

新成人（男 1,101人 女 987人 計 2,088人） 
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３ 文化財保護事業 

（１）文化財の調査・保護・活用 

①伊勢型紙保存事業 
重要無形文化財「伊勢型紙」技術の保持団体である伊勢型紙技術保存会と連携を

図り、その技術の錬磨と後継者の養成に努める。 
②金生水沼沢植物群落保護増殖事業 

天然記念物である金生水沼沢植物群落の動植物相の調査を進めるとともに、指定

地内の希少植物の保護管理を図り、活用に向けた観察会を実施する。 
③古文書等調査事業 

郷土資料室に寄贈・収集された古文書等の貴重な郷土資料について、適切な保存

管理を行うとともに調査研究を進める。 
④文化財管理事業 

指定文化財管理者と連絡を密にとり、現状調査や日常点検等を通して、文化財保

護に対する意識を高めるとともに、管理体制の強化を図る。 
⑤文化財啓発事業 

各資料館等の展示、指定文化財の記録保存の活動を通して文化財保護への理解と

認識を深める。 
⑥各種開発事業者との調整・協議 

民間開発については開発審査会での協議を、公共事業については庁内関係各課と

の連携を密にしながら開発と埋蔵文化財保護との円滑な調整を図る。 

⑦埋蔵文化財包蔵地の周知 

分布調査及び巡視によって周知の包蔵地の現状及び未発見遺跡の把握に努めると

ともに、遺跡地図の改訂作業を進め、遺跡地図の配布を通して埋蔵文化財の周知徹

底を図る。鈴鹿市のウェブサイト上の「鈴鹿市地理情報サイト」にアクセスすると

遺跡地図が自由に閲覧できる。http://www.city.suzuka.lg.jp/city/chiri/index.html 

 

－周知の埋蔵文化財包蔵地－ 

遺物包蔵地 古 墳 古窯跡 城館跡 中世墓 その他 計 

438 792 38 32 5 12 1,317 

 
（２）施設管理運営事業                     

①佐佐木信綱記念館 
所在地 鈴鹿市石薬師町 1707番地の３  TEL059(374)3140 

展示品 佐佐木信綱遺愛品、歌集、万葉集関係書籍 
活 動 常設展、特別展 
休館日 月曜日・第３火曜日(ただし、祝日の場合は開館)、      

年末年始                       佐佐木信綱記念館 

入館者 2,294人（令和５年度） 
 

http://www.city.suzuka.lg.jp/city/chiri/index.html
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②前川定五郎資料室 

所在地 鈴鹿市岡田一丁目 29番１号 牧田小学校内 

展示品 前川定五郎遺愛品、表彰状等 

公開日 予約制  [文化財課 TEL059(382)9031] 

入館者 32人（令和５年度）                              前川定五郎資料室 

 

③鈴鹿市稲生民俗資料館 

所在地 鈴鹿市稲生西二丁目 24番 18号 

伊奈冨神社境内地  TEL059(386)4198 

展示品 農業関係民俗資料、稲生地区文書 

活 動 常設展 

休館日 月曜・火曜日(ただし、月曜日のみ祝日の場合は      鈴鹿市稲生民俗資料館 

開館)、第３水曜日、年末年始 

   入館者 1,256人（令和５年度） 

 

④伊勢型紙資料館（市指定史跡・旧寺尾家住宅） 

所在地 鈴鹿市白子本町 21番 30号  TEL059(368)0240 

展示品 型紙関係資料、寺尾家文書、彫刻型紙 

活 動 常設展、企画展 

休館日 月曜・火曜日(ただし、月曜日のみ祝日の場合は    伊勢型紙資料館 

開館)、第３水曜日、年末年始 

   入館者 1,976人（令和５年度） 

 
⑤庄野宿資料館（市指定建造物・旧小林家住宅） 

所在地 鈴鹿市庄野町 21番８号  TEL059(370)2555 

展示品 宿場関係資料 

活 動 常設展 

休館日 月曜・火曜日(ただし、月曜日のみ祝日の場合は    庄野宿資料館 

開館)、第３水曜日、年末年始 

      入館者 1,478人（令和５年度） 

 

⑥大黒屋光太夫記念館 

所在地 鈴鹿市若松中一丁目１番８号  TEL059(385)3797 

展示品 光太夫関係資料（古文書、絵画、墨跡等） 

活 動 企画展、特別展 

休館日 月曜・火曜日(ただし、月曜日のみ祝日の場合は   大黒屋光太夫記念館 

開館)、第３水曜日、年末年始 

    入館者 2,708人（令和５年度） 

 

 



－68－ 

（３）鈴鹿市文化財調査会 
教育委員会の諮問に応じるとともに、その保存・活用に関して調査研究し、必要事

項を教育委員会に答申する。 
①鈴鹿市文化財調査会委員               令和６年７月１日現在 

役職 名  前 専門分野 職    業 
会長 衣 斐  弘 行 考古資料 大泉寺住職 
委員 小 澤   毅 考古資料 三重大学教授 
〃 筧  真 理 子 古文書 犬山城白帝文庫主任学芸員 
〃 河 原 徳 子 文学資料 三重県生涯学習センター文学講座講師 
〃 岸 田 早 苗 考古資料･美術工芸 三重県職員（斎宮歴史博物館） 
〃 小 谷  成 子 民俗文化財 元愛知県立大学教授 

〃 鈴 木 えりも 古文書 
日本福祉大学知多半島総合研究所客員研

究所員 
〃 菅 原  洋 一 建造物 三重大学名誉教授 
〃 瀧 川  和 也 彫刻 三重県職員（三重県総合博物館） 
〃 塚 本    明 古文書 三重大学教授 
〃 鳥 丸    猛 天然記念物 三重大学准教授 
〃 諸 戸   靖 民俗・考古資料 元輪中の郷館長 
〃 山 口  泰 弘 美術工芸 三重大学教育学部特任教授 
〃 釆 睪  真 澄 彫刻 中部大学教授 
〃 渡 邉 潤 子 歴史資料 元知恩院史料編纂所 

 
②指定文化財等一覧                  令和６年７月１日現在 

区分 

 

 

 

指定 

有 形 文 化 財 
民 俗 

文化財 

無 形 

文化財 
記念物 計 

絵
画 

彫
刻 

工
芸 

書
跡 

典
籍 

古
文
書 

考
古
資
料 

建
造
物 

歴
史
資
料 

有
形
文
化
財 

無
形
文
化
財 

工
芸
技
術 

史
跡 

名
勝 

天
然
記
念
物 

 

国指定  9 1         1 3  2 16 

県指定 1 7 3   2  3  2 3  5 2 9 37 

市指定 4 9 4 2 1 4 6 3 4 1 5  5  2 50 

国登録        6        6 

計 5 25 8 2 1 6 6 12 4 3 8 1 13 2 13 109 
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③国指定（文化財保護法）　
名　　　　　称 員　数 所 在 地 所有者・管理者 指定年月日 概　　　　　　　要

彫 木造善然上人坐像 1軀 三日市二丁目
太子寺
三日市町自治会

M45. 2. 8 写実的な彫刻、鎌倉時代の作

〃 木造大日如来坐像 1軀 徳居町 妙福寺 T 2. 8.20
真言密教の根本仏、平安後期
の作

〃 木造大日如来坐像 1軀 徳居町 妙福寺 T 2. 8.20
真言密教の根本仏、平安後期
の作

〃 木造釈迦如来坐像 1軀 徳居町 妙福寺 T 2. 8.20 檜の寄木造り、平安後期の作

〃 木造多聞天立像 1軀 稲生西二丁目 神宮寺 T 2. 8.20

〃 木造持国天立像 1軀 稲生西二丁目 神宮寺 T 2. 8.20

〃 木造薬師如来立像 1軀 稲生西二丁目 神宮寺 T 4. 3.26 檜の一木造り、平安後期の作

〃 木造千手観音立像 1軀 神戸六丁目 林光寺 T 5. 8.17
檜の一木造り、平安後期
秘仏で8月10日のみ公開

〃 木造金剛力士立像 2軀 国府町 府南寺 S31. 6.28
檜の寄木造り、南北朝時代の
作

〃 木造男神坐像 1軀 稲生西二丁目 伊奈冨神社 H 3. 6.21 樟の一木造り、平安前期の作

工 木造扁額 3面 稲生西二丁目 伊奈冨神社 M45. 2. 8
世尊寺流名手経朝の作、文永
11年(1274)

天 白子不断ザクラ 寺家三丁目 観音寺 T12. 3. 7
白衣観音の化生といわれる
年中開花

〃 金生水沼沢植物群落 地子町、西條町 鈴鹿市 S12. 4.17
トウカイコモウセンゴケ・ノ
ハナショウブ等500種が混生

史 伊勢国分寺跡 国分町 鈴鹿市 T11.10.12 広大な伽藍地を留める

〃 王塚古墳
1基

付陪塚
国府町 鈴鹿市 S45. 5.11

全長63m、市内最大級の前方
後円墳、6世紀

〃 伊勢国府跡 広瀬町 個人・鈴鹿市 H14. 3.19
政庁跡をはじめとする瓦葺建
物が多数遺存

無
形

文
化
財

 工 伊勢型紙 神戸一丁目
伊勢型紙
技術保存会

H 5. 4.15
彫刻四技法と補強技法が伝統
的な技術を保持するものとし
て指定

④県指定（三重県文化財保護条例）

名　　　　　称 員　数 所 在 地 所有者・管理者 指定年月日 概　　　　　　　要

建 観音寺仁王門 1棟 寺家三丁目 観音寺 S47. 4. 1 元禄16年建立、楼門の典型

〃 書院 1棟 神戸二丁目 龍光寺 S48. 3.31
神戸藩本多氏初代忠統公の書
院で坐忘亭と称す

〃 石薬師寺薬師堂 1棟 石薬師町 石薬師寺 H19. 3.27
寛永6年建立、県下で最古に
属する江戸時代寺院建築

彫 木造薬師如来坐像 1軀 大久保町 法雲寺 S31. 5. 2
漆箔、檜の寄木造り、鎌倉初
期の作

〃 伊奈冨神社神宝 18点 稲生西二丁目 伊奈冨神社 S37. 2.14
神像ほか10～25cmの彫刻、
能面、獅子頭、平安後期

〃 木造男神坐像 1軀 稲生西二丁目 神宮寺 S37. 2.14
淳和天皇像一木造り、平安後
期の作

〃 木造釈迦如来坐像 1軀 稲生一丁目
南陽寺
釈迦堂自治会

S37. 2.14 宝冠の釈迦、貞和2年の作

〃 木造天神坐像 1軀 国分町
菅原神社
国分町自治会

S46. 3.17 菅原道真の像、平安後期の作

〃 銅造阿弥陀如来立像 1軀 神戸二丁目 龍光寺 H14. 3.18
善光寺式阿弥陀三尊の中尊
高さ約1.3m、鎌倉末頃の作

〃 木造深沙大将立像 1軀 稲生西二丁目 神宮寺 H29.2.22
鉈彫りによる一木造り、平安
時代後期の作

工 銅鐘 1口 小岐須町 桃林寺 S27. 7. 9 永享8年、大和鋳物師友光の作

〃 陶製三足壺 1個 稲生西二丁目 伊奈冨神社 S45. 2.25
常滑焼「嘉貞二年丙申白
子・・・」の墨書

〃 銅燈籠 1基 寺家三丁目 観音寺 S47. 4. 1
寛文6年、津の鋳物師辻玄種
の作

絵 勢州稲生村三社絵図 1幅 稲生西二丁目 伊奈冨神社 H12. 3.17
室町時代、広大な神社の建物、
稲生氏の居城七島池が記載

文 酒井神社古文書 20通 郡山町
酒井神社
鈴鹿市

S56. 3.30
平安末～室町時代に至る市内
最古の文書集

〃 伊奈冨神社の棟札 73枚 稲生西二丁目 伊奈冨神社 S62. 3.27
応永～明治に至る伊奈冨神社
の変遷等の記録

有
 
　
形
　
 
文
　
 
化
　
 
財

樟の一木造り、平安後期の作
2軀で1件の指定

種　別

種　別

有
　
形
　
文
　
化
　
財

記
 
念
 
物
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名　　　　　称 員　数 所 在 地 所有者・管理者 指定年月日 概　　　　　　　要

史 石薬師の一里塚跡 上野町
鈴鹿市
上野町自治会

S12. 8.27 東海道の一里塚

〃 白鳥塚古墳 1基 石薬師町 加佐登神社ほか H18. 3.17
全長約78mの5世紀前半代の帆
立貝式古墳

〃 神戸城跡 神戸五丁目 鈴鹿市 S12.12.14
天正8年築城、石垣は戦国時
代らしい野面積

〃 教倫堂跡 神戸四丁目 三重県 S17. 4.27
文化9年設立、神戸藩士の学
校

〃 神戸の見付
神戸八丁目
須賀三丁目

鈴鹿市 S63. 3.26 神戸城下治安施設

名 稲生山のツツジ 稲生西二丁目 伊奈冨神社 S12. 6.30 紫ツツジが群生

〃 伊奈冨神社庭園 稲生西二丁目 伊奈冨神社 S57. 4.27
古代の庭園の典型、
池に7つの島

天 石薬師の蒲ザクラ 上野町 大木神社 S14. 8.10 ヤマザクラの一変種

〃 西の城戸のヒイラギ 国府町 個人 S18. 7. 9
モクセイ科の常緑高木、主木
は枯死

〃
入道岳イヌツゲ及び
アセビ群落

小岐須町 小岐須町自治会 S37. 2.14
樹齢200～300年のイヌツゲ・
アセビ

〃 長太の大楠 1本 南長太町
須伎神社
鈴鹿市

S38. 1.11
樹齢1000年、式内大木神社の
跡といわれる

〃 小岐須の屏風岩 小岐須町 小岐須町自治会 S40.12. 9
白色石灰岩が河食作用ででき
たもの、高さ30m

〃 川俣神社のスダジイ 1本 庄野町
川俣神社
川俣神社役員会

S44. 3.28 ブナ科の常緑高木、高さ13m

〃 アイナシ 1株 国府町 個人 S47. 4. 1 栽培ナシとイヌナシの中間種

〃 地蔵大マツ 1本 南玉垣町 西玉垣町自治会 H 8. 3. 7
高さ20m、枝張り26～32mの巨
木

〃 石大神 1峯 小社町字脇の山 椿大神社 H 8. 3. 7
古代から信仰の対象となって
いる巨大な錘状の地形

無
伊奈冨神社の獅子神
楽

稲生西二丁目
伊奈冨神社獅子神
楽保存会

S38. 1.11 3年に一度4頭で舞う

〃 椿大神社の獅子神楽 山本町
椿大神社
氏子神役会

S38. 1.11 2月21日の厄除大祭に奉納

〃 オンナイ念仏会 三日市二丁目
オンナイ念仏会
保存会

S50. 3.27
顕智上人の命日8月4日に
如来寺、太子寺などで念仏

有
江島若宮八幡神社絵
馬群

71面 東江島町 江島若宮八幡神社 S50. 3.27
江戸時代、白子の廻船業者が
奉納

〃
朝鮮通信使行列図
染絵胴掛

1枚 神戸一丁目
白子西町自治会
鈴鹿市

H12. 3.17
幅1.25m長さ9.5mで朝鮮通信使の当
時の様子を表現した染絵胴掛

⑤市指定（鈴鹿市文化財保護条例）
名　　　　　称 員　数 所 在 地 所有者・管理者 指定年月日 概　　　　　　　要

建 蓮花寺鐘楼 1棟 東玉垣町 蓮花寺 S57. 7.27 旧神戸城の太鼓櫓

〃 悟真寺本堂 1棟 白子本町 悟真寺 H 4. 3.17
元禄14年建立、間口10間奥行
10間の入母屋造り

〃 旧小林家住宅
2棟

付棟札
庄野町 鈴鹿市 H 8. 3.12

嘉永7年(1854)の棟札が残
る、江戸末期の大型町屋建築

彫 木造釈迦如来坐像 1軀 加佐登二丁目 浄安寺 S54. 6. 1
檜造りの量感豊かな作、
平安後期の作

〃 石薬師の石仏 1軀 石薬師町 石薬師寺 S59. 3.12
花崗岩に薄肉彫りされた石
仏、平安後期の作

〃 木造薬師如来立像 1軀 白子本町 悟真寺 S60. 4.30
円満、優雅な欅の一木造り、
平安後期の作

〃 木造観音菩薩立像 1軀 白子本町 悟真寺 S60. 4.30
柔和、端正な檜の一木造り、
平安後期の作

〃 木造阿弥陀如来立像 1軀 白子本町 悟真寺 S60. 4.30
来迎印の阿弥陀如来で寄木造
り鎌倉時代の作

〃 木造地蔵菩薩半跏像 1軀 白子本町 龍源寺 H 7. 9.20
像底部に嘉慶2年(1388)の墨
書銘、南北朝末期の作

〃 木造阿弥陀如来立像 1軀 三日市二丁目 摂取院 H 9. 7.24 檜の寄木造り、平安後期の作

〃 木造阿弥陀如来立像 1軀 神戸二丁目 龍光寺 H16. 8.26 欅の一木造り、平安後期の作

〃 千手観音立像 1軀 飯野寺家町 飯野寺家町自治会 H22. 8.19
深藕寺観音堂の本尊、一木造
り、平安時代後期の作

民
俗
文
化
財

種　別

記
　
　
　
　
　
念
　
　
　
　
　
物

種　別

有
　
形
　
文
　
化
　
財
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名　　　　　称 員　数 所 在 地 所有者・管理者 指定年月日 概　　　　　　　要

工 神戸城二重櫓の鯱 1基 神戸一丁目 鈴鹿市 S49.11.25
神戸城二之丸北東隅櫓にあっ
た鯱、延享4年の作

〃 光明真言板碑 1基 神戸二丁目 観音寺 S51. 4. 1
市内最古の板碑、元応2年
（1320）

〃 光明真言碑 1基 白子本町 悟真寺 S60. 4.30
市内に残る3基のうち最も完
全な真言碑、嘉暦4年

〃 神戸城一重櫓の鯱 1対 神戸一丁目 鈴鹿市 H 2.10.11
神戸城三之丸北東隅櫓にあっ
た鯱、延享4年の作

絵 仏涅槃図 1幅 白子本町
龍源寺
三重県

H12. 3.10
縦130.9cm、横108.3cmで平安
時代の古式を伝えている

〃 光明本尊 1件 神戸二丁目 願行寺 H 1. 7. 6
南北朝期の作、県下でも2点
しか例のない仏画

〃
聖徳太子及び真宗先
徳連坐像

1件 長太旭町一丁目 高山寺 H 2.10.11
南北朝後期の作、初期真宗教
団が布教に用いた人物画

〃
司馬江漢「二見浦
図」

1点 鈴鹿市神戸二丁目
神館飯野高市本
多神社
鈴鹿市

R6.3.21

江漢の油彩画作品中最初期の
稀少な作品と評価される 神
戸藩ゆかりの作品であり、奉
納時の元装をとどめている

文
大黒屋光太夫らの帰
郷文書

1括 若松中一丁目 鈴鹿市 H 4. 3.17
寛政5年～享和2年、光太夫・
磯吉の一時帰郷に関する文書

〃
文禄三年伊勢国検地
関係史料

3枚 神戸一丁目 鈴鹿市 H21. 1.22
文禄3年、伊勢国内の太閤
検地史料

〃 極珍書 19丁 若松中一丁目 個人 R2.9.29
江戸時代後期(寛政10年･1798)成
立、芙蓉館木翁と名乗る人物に
よる磯吉帰郷の際の聞き書き

〃 漂流船実録 35丁 若松中一丁目 鈴鹿市 R2.9.29

木翁によって編まれた光太夫漂
流の顛末をまとめた書物　地元
で編まれた漂流記で、転写本少
なく貴重

書 三教堂の額 1扁 神戸一丁目 鈴鹿市 S51. 4. 1 江戸中期、本多忠統の書

〃 朴徳源筆體用山 1面 白子本町 青龍寺 H16. 8.26
山号が墨書で大書された朝鮮
通信使関連の扁額

典
専照寺聖教類 附 関
係資料38点

5、090冊磯山一丁目 専照寺 H29.8.9
真宗高田派・専照寺に伝わる
鎌倉～昭和期の聖教類

考 上箕田遺跡出土品 1括 神戸四丁目 鈴鹿市 S49.11.25
弥生時代、狩猟図の描かれた
壺のほか50点

〃 三角縁神獣鏡 1面 秋永 真昌寺 H 4. 3.17
古墳時代前期、秋永町赤郷2号
墳出土鏡、明治11年10月出土

〃
椎山中世墓出土
陶器石仏

70点
2点加佐登町 加佐登神社 H12. 3.10
中世期の蔵骨器や青白磁合子
等、石仏は半肉彫り

〃 平田遺跡出土石刀 １点 国分町 鈴鹿市 H23. 4.19
縄文時代晩期、文様を有する
完形資料、平成16年出土

〃
八重垣神社遺跡出土
弥生土器

１点 国分町 鈴鹿市 H23. 4.19
弥生時代前期の沈線文系壺形
土器、平成20年出土

〃
須賀遺跡出土弥生土
器大型壺

１点 国分町 鈴鹿市 R 1. 9.24
弥生中期の大型壺、平成21年
出土

歴
庄野宿関係文書・高
札等

1、522
点

庄野町、神戸一丁目鈴鹿市 H22. 8.19
宿場の経営状況を示す問屋場史
料を中心とした古文書、高札等

〃 寺尾家関係歴史資料
1、020

点
神戸一丁目、白子
本町、寺家三丁目

鈴鹿市 H26. 4.23
型紙問屋であった寺尾家寄贈
の型紙、見本帳、図案集等

〃 吉澤桜島碑記 1基 桜島町一丁目 彌都加伎神社 H28. 4.26
玉垣村の灌漑・開墾の経緯と
様子を詳述した碑文

〃 小市の遺品 16点 若松中一丁目 鈴鹿市 R2.9.29

江戸時代後期、小市がロシアか
ら持ち帰った品物で、妻に幕府
から藩を通じて下げ渡された経
緯が確認できる 各地に貸し出さ
れ展示された

史 西の野5号墳 1基 国府町 鈴鹿市 S49.11.25 前方後円墳と陪塚5基、5世紀

〃 大黒屋光太夫供養碑 2基 若松東一丁目
東墓地運営委員会
大黒屋光太夫顕彰会

S61. 3.27
H26. 4.23

漂流民大黒屋光太夫らの供養
碑、天明4年、1基追加指定

〃 寺尾家住宅 1棟 白子本町 鈴鹿市 H 6. 3.11
江戸時代から型紙問屋として
活躍した商家の住宅

〃 冬々斎如林の墓 1基 白子本町 青龍寺 H20. 8.25
白子組積荷・廻船問屋、竹口
治兵衛家の墓

〃 思徳之碑 1基 神戸二丁目 観音寺 H21. 1.22
神戸藩二代目藩主、本多忠永
の遺徳を称えた石碑

有
　
形
　
文
　
化
　
財

記
　
念
　
物

種　別
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名　　　　　称 員　数 所 在 地 所有者・管理者 指定年月日 概　　　　　　　要

天 大木神社の椎の森 石薬師町 大木神社 S54. 6. 1
大木神社の境内約1haに約200
本が群生

〃 京新田のキリシマ 1本 深溝町 個人 S56. 7.10
樹齢300年の巨木で県下随一
の花木

無 広瀬のかんこ踊り 広瀬町
広瀬町自治会
かんこ踊り保存会

S49.11.25
笛、ほら貝等で、古式豊かな
踊り

〃 唐人おどり 東玉垣町
東玉垣町自治会
東玉垣保存会

S51. 4. 1 朝鮮の農民舞踊が起源

〃 長太鯨船行事 長太旭町 長太鯨船保存会 H 4. 3.17
飯野神社の祭礼行事として鯨
船とともに鯨船芸を舞う

〃
都波岐神社中戸
流獅子舞

一ノ宮町
中戸流舞神楽
保存会

H12. 3.10
中戸流獅子舞を伝承、2頭舞
(現存する地域は少ない)

〃 久久志弥神社獅子舞 下箕田一丁目
久久志弥神社
箕田流獅子舞保存会

H11. 3.31
箕田流獅子舞を伝承し、大漁
旗を使用

有
勝速日神社祭礼用山
車

4台
白子（東町・西町・
中町・山中町）

4町各自治会 S49.11.25
白子町祭礼用山車4台、豪華
な幕が特徴、江戸時代の作

⑥国登録有形文化財の登録（文化財保護法）

名　　　　　称 員　数 所 在 地 所有者・管理者 登録年月日 概　　　　　　　要

建
旧北伊勢陸軍飛行場
掩体

1基 三畑町 個人 H16. 2.17
第二次世界大戦中の航空機の
格納施設で鉄筋コンクリート
製

建 佐佐木信綱生家主屋 1棟 石薬師町字中町 鈴鹿市 H23.10.28

建 佐佐木信綱生家土蔵 1棟 石薬師町字中町 鈴鹿市 H23.10.28

建 石薬師文庫閲覧所 1棟 石薬師町字中町 鈴鹿市 H23.10.28

建 西方寺木枯亭 1棟 寺家三丁目 西方寺 R 2. 4. 3

小規模ながら品格ある数寄屋
風書院座敷であり、山口誓子
を中心とする地域の文芸活動
の象徴的な場

建 伊達家住宅主屋 1棟 江島本町 個人 R 2. 4. 3

明治時代中期の商家の家屋構
成をよく示し、一体の歴史的
景観を維持する上で大きく寄
与している

民
俗
文
化
財

種　別

旧東海道沿いに建ち、主屋と
土蔵は伝統的な意匠で宿場町
の趣を残し、石薬師文庫閲覧
所は洋風意匠を基調としてい
る

種　別

記
念
物
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磐城山遺跡 

（４）発掘調査事業       

①保存目的調査 

史跡伊勢国府跡の保存と整備に向け、詳細な資料を得

るための継続的な発掘調査を実施する。 

富士山１号墳の発掘調査を行う。  

②記録保存調査  

各種開発事業との事前協議において、現状保存の困難

な遺跡については事業者に協力を求めながら、記録保存

のため発掘調査を実施する。 

令和６年度は磐城山遺跡（農地改良）・国分遺跡 

（個人住宅）等の発掘調査を行う。 

 

 

-調査発掘件数の推移-                      

 

③出土遺物の整理 

出土遺物の洗浄・注記・復元・実測並びに写真撮影を行い、報告書を刊行する。 

④公開普及活動 

速報展や、スライド説明会、博物館ウェブサイト、埋蔵文化財アーカイブページ等

を通して、調査成果を公表する。刊行図書を図書館や関係公共機関に配布して、調査

成果の共有化に努める。また、史跡の維持・管理の協力を行っている。 

 

   

速報展           富士山 1号墳         スライド説明会            

 

  

 
平成 

26 年度 

平成 

27 年度 

平成 

28 年度 

平成     

29 年度 

平成     

30 年度 

令和     

元年度 

令和     

２年度 

令和     

３年度 

令和 

４年度 

令和 

５年度 

調査件数 

〔学術調査〕 

8 

〔2〕 

10 

〔4〕 

5 

〔1〕 

７    

〔1〕 

11    

〔1〕 

12 

〔1〕 

９ 

〔2〕 

５ 

〔2〕 

８ 

〔2〕 

6 

 〔2〕 

調査面積(㎡) 

〔学術調査〕 

1,954.5 

〔141〕 

4,901.24 

〔243〕 

3,144.3 

〔159〕 

1,897.61 

〔590.5〕 

2、052    

〔69.3〕 

2、704.5    

〔144.2〕 

1、972.0    

〔582.0〕 

506   

〔219〕 

1,420   

〔262〕 

1843.9 

〔268〕 

富士山 1 号墳 造出 
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（５）博物館事業 

①展示会の開催 

市内を中心に、県内・外の遺跡から出土した遺物などを、テーマに沿ってとりあげ

る特別展・企画展、発掘調査の成果を発表する速報展等を開催する。 

○特別展「ちいさな古墳のかわいい埴輪たち」 

○企画展「三重のおかしな須恵器 part２」 

〇速報展「発掘された鈴鹿 2024」 

②講演会・講座の開催                    

大学・研究機関等から講師を招聘し、特別展・企画展に関連した講演会、考古学に

関連した入門講座及び市内に伊勢国府・国分寺跡が所在することから寺院・官衙に関

する講演会等を行う。また、速報展に関連して展示解説やスライド説明会を行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

③体験講座の開催 

毎週土・日曜日及び祝休日は勾玉作りの体験講座を開催（中止の場合は博物館ウェ

ブサイトに掲載）。さらに、大型連休や夏休み期間、早春の伊勢国分寺まつりでは、草

木染め、古墳模型作り等の日替わり体験講座を開催し、考古博物館や歴史に親しむ機

会を提供する。 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

博物館見学(小学生) スライド説明会 講演会 

火起こし体験 

 

勾玉作り 天平衣装体験 

草木染め 伊勢型紙でうちわを作ろう！ 
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④資料の収集・保管 
市内の遺跡から出土した、土器等の遺物を整理保管する。 

⑤教育支援活動 

市内外の教育機関、各種団体からの見学・体験活動を積極的に受け入れるとともに、

小学校及び公民館などの社会教育施設に赴き歴史講座を開催する。また、教職員研修

及び博物館学芸員実習の受入れを行う。 

⑥史跡伊勢国分寺跡歴史公園管理 

      令和２年４月から都市公園「史跡伊勢国分寺跡歴史公園」が開園した。伊勢国分寺

跡は天平 13（741）年、聖武天皇の詔により創建された官営の寺院跡で、大正 11（1922）

年に国の史跡に指定された場所である。公園は 4.8haの広大な面積を有し、全面に芝

を張り、園内各所には、発掘調査の成果に基づき、金堂・講堂・僧坊などの主要な建

物があった位置や規模がわかるように盛り土をして、遺構表示をしている。遊歩道、

休憩施設も整備され、ゆっくりと散策することができる。また、考古博物館３階の展

望デッキからは鈴鹿山脈や養老山地の山並みを背景に国分寺跡を一望することがで

き、往時の広さや景観を体感できる。文化財の重要性や地域の歴史を学ぶ場として活

用する。 

⑦広報活動 

埋蔵文化財の保存・活用・公開の普及のため、イベント等を実施する。各事業につ

いて市広報、新聞及び各関係団体情報誌、ウェブサイトや SNS（X、Facebook）を通じ

て PRを行う。 

博物館ウェブサイト https://www.city.suzuka.lg.jp/kouko/ 

 

－ 博物館入館状況（R5.4.1～R6.3.31）－ 

 

 

令和 5 

年度 
4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 累 計 

入館者数 637 880 422 1,122 2,095 570 520 637 362 244 430 1,267 9,186 
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４ 図書館 

（１）業務内容                                         

本館 

①開館時間 

月～木曜日 午前９時～午後７時 

土・日曜日及び国民の祝日に関する法律に規定する休日 午前 9時～午後 5時 

  ②休館日 

金曜日、第１火曜日（1月を除く）、特別整理期間、年末年始 

  ③資料（図書）の貸出し  ア 貸出対象者  市内に在住・在勤・在学する者       

イ 貸出冊数   一人 5冊まで 

ウ 貸出期間   貸出日より 14日以内 

  ④主な行事 おはなし会、子ども映画会、読書活動の推進に資するイベント等 

 ⑤レファレンス（参考業務） 

身近な疑問の解決から調査・研究まで、利用者が必要とする資料や情報を紹介した

り、調べ方の案内をする。照会は、電話・文書・来館いずれでも可能。 

  ⑥複写サービス 図書館資料の複写（複写料金 白黒１枚 10円・カラー１枚 40円） 

  ⑦配本／ふれあいライブラリー 

市内 30公民館及びふれあいセンターに配本。定期的に巡回し図書の入替えと読書

相談。 

⑧市内施設への配本 

農村環境改善センターの図書室への配本。 

 

江島分館 

平成 27年 4月 1日から図書館の分館と位置づけた。1階に約 1万 6千 8百冊の蔵

書、２階にギャラリーがある。 

①開館時間 

土～木曜日 午前９時～午後 5時（ギャラリーは午後９時まで） 

  ②休館日 

金曜日、第 1火曜日（1月を除く）、特別整理期間、年末年始 

  ③資料（図書）の貸出し  ア 貸出対象者  市内に在住・在勤・在学する者 

               イ 貸出冊数   一人 5冊まで 

ウ 貸出期間   貸出日より 14日以内 

 ④主な行事 おはなし会、子ども映画会、読書活動の推進に資するイベント等 

 

（２）統計資料（令和 5年度末）  

① 蔵書冊数   356,358冊 （※雑誌は除く） 

② 貸出冊数   633,509冊 （内 江島分館 98,478冊） 

③ 入館者数   258,620人   (内 江島分館 25,144人) 

④ 図書貸出カード登録者数 42,341人 （団体を含まず）
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（３）活性化のための取り組み 

  平成 31年に策定した「鈴鹿市立図書館サービス推進方針」が令和 6年 3月に期間満了

を迎えたことに伴い、令和 6 年に「第 2 期鈴鹿市立図書館サービス推進方針」を策定、

それに基づき、市民が読書に魅力を感じ、読書をする機会が増加する、新たな時代の図

書館サービスの推進に向け、おはなし会をはじめとするイベントの開催、読書に親しみ

を持てる環境の整備等を行っています。 

 

 

第 2期鈴鹿市立図書 

 館サービス推進方針 

 は図書館ウェブサイ 

ト内に掲載していま 

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

https://www.lics-saas.nexs-service.jp/suzukalib/ 

 

情報発信の強化を図るため、平成 30 年７月に SNS サイト「エックス(旧ツイッター)」

及び「フェイスブック」内に図書館のアカウントを開設、館内イベントのお知らせ等の

情報発信を開始し、引き続き発信しています。 

図書館ウェブサイトにおいては、令和 4年 10月に内容を一新し、重要なお知らせ項目

が追加されました。この項目が追加されたことにより、以前よりわかりやすく重要なお

知らせを、利用者の方に発信しています。 

図書館ウェブサイト内のこどもページにおいては、図書館の利用案内、お知らせ等、

子どもに向けての情報を発信しています。 

 

https://www.lics-saas.nexs-service.jp/suzukalib/
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